
安芸市立小学校移転・統合について 令和６年度説明会 意見一覧※抜粋 (旧安芸中学校区・赤野小学校) 

  保護者 地域 

安芸第一小学校 ・ 安芸第一小学校が、小学校の状態で、発災時に避難所とする方が良い。 

・ 利便性が良い所で、避難ができる所に建てて欲しい。 

・ 安芸第一小学校に、統合して欲しい。 

・ 運動場の面積が、児童数の割には小さい。 

・ 学校に馴染めなかった時に、市に 2校あった方が、子どもにとっては良い。 

・ 3校を残すというのは不可能か。例えば、旧清水ケ丘中校学校区、安芸第一小学校、

穴内小学校と赤野小学校で１校。 

（市民会館・黒鳥公民館） 

・ 安芸地区は場所的に、このあたりになるだろうという、安心感がある。 

・ 安芸第一小学校は、敷地が狭い。 

・ かさ上げをすれば、安芸第一小学校でも安全。 

穴内小学校 ・ 安全な浸水区域外から、危険な浸水区域内に通わせることには、納得できない。 

・ 児童数が多いことが、苦手な子どもたちのために、小規模校は考えていないか。 

・ 穴内小学校に、統合の話はないのか。安芸第一小学校の場所はきびしい。 

・ 地震時、子どもを迎えに行くためには、浸水区域外に建てて欲しい。 

・ 行事のための駐車場の確保が大事。（一定の広さの敷地が必要） 

・ 小学校は、地域を育ててくれる。地域から絶対無くすべきではない。 

（穴内公民館） 

・ 安芸第一小学校の建替えは、かさ上げをしても反対。浸水しなくても津波火災の

危険がある。移転・統合先は津波浸水区域外にするべき。 

・ 津波や校舎の老朽化を考えると、早くして欲しい。 

・ 現状は、小規模校すぎて限界がきている、統合は仕方がない。市に１校で良いので

はないか。 

・ １校で新安芸中学校の近隣が望ましい。 

・ 津波浸水区域外から、浸水区域内への通学には抵抗がある。穴内地区がベスト。 

・ 地域に学校は必要。保育所と小学校は、できるだけ地域に置いて欲しい。 

・ 移転・統合は、スクールバスを前提に提案して欲しい。 

・ 地域全体が、子どもを育てるという思いがある。地域とのつながりを切らない必

要がある。子育て世代が、地域を離れなくてはならない根底の部分を考えて欲し

い。 

赤野小学校 ・ 統廃合がベストのような話をするが、手引き（公立小学校・中学校の適正規模・適

正配置等に関する手引（文部科学省））にある、小規模校のデメリットを最小化

し、メリットを最大化する支援をしているのか。小規模校への支援を検討しても

らわないといけない。 

・ 小規模校のメリットを生かしていない。デメリットも顕著になっていない。 

・ 各地域・学校に、どう対応していくのかを考えるのが先。 

・ 赤野に統合すれば、誰も反対しない。 

・ 赤野小学校を残した時の支援も、検討してもらわないといけない。子どもがいな

くなり、閉めるまでの間の支援、人員配置について。 

・ 小規模校のメリットを生かし、いろんなことを試して、検証していただきたい。そ

れを尽くした上で、無理となれば、のむしかない。やってもいないのに、のめとい

うのは無理。赤野小学校、赤野地区を盛り上げる取り組みを考えたら話を聞ける。 

・ 単に学校の人数ではなく、集落全体を起点とした活性化をやらなければならない。 

・ スクールバスが出たとしても、被災した場合、どうやって帰ってくるかまで具体

的に考えて欲しい。 

・ １校でも２校でも、どうやって通学するかが重要。 

（赤野公民館） 

・ まず、やらなければならないのは、統合ではなくて、小規模校のメリットを最大限

に生かし、児童生徒への教育を充実させる方策、支援。 

・ 全小学校を全部建替えた時の金額も含めた提案をして欲しい。全体の中で判断す

る方が分り易い。 

・ 統合は、小学校を奪われ、メリットはひとつもない。補填してくれるのか。 

・ 今のままでも良い。統合して集める理由がどこにあるのか。 

・ 複式学級がデメリットとは思っていない。偏った見方をしないでください。 

・ 小規模校のメリットを全て無くすところに、何のメリットがあるのかと疑問に思

います。 

・ 学校を無くすことよりは、赤野地区をどう盛り上げ、赤野小学校を中心にどんな

支援ができるという話なら、建設的で効率的に話ができる。 

・ 人口減対策、考えられる最大限の計画を考えてもらいます。学校教育課だけでは

なくて、他のいろんなこともやっていただきたい。 

・ 学校は、近くに通って避難訓練をしたら良い。浸水区域内だから別の場所という

話はおかしい。 

・ 統合は、絶対反対だが、もしもの時は通学のことはよく考えて欲しい。 

 



〇共通 保護者 地域 

安芸おひさま保育所 ・ 浸水区域外に建つならありがたい。 

・ 統合に賛成。対話的な学び合い、同学年で多様な考え方を吸収する環境は大事。 

  

矢ノ丸保育園 ・ 小規模校は、先生の目が届き、児童の変化に気付いてもらいやすい。 

・ 安芸第一小学校は、液状化対策をしないのか。 

・ スクールバスがないと、負担が大きい。 

・ クラス替えができる方が良い。 

・ 旧清水ケ丘中学校跡地に１校で良い。子どもが減っていくので１校で良い。 

  

  



安芸市立小学校移転・統合について 令和６年度説明会 意見一覧※抜粋 (旧清水ケ丘中学校区) 

  保護者 地域 

 下山小学校 ・ 危険でないところ（浸水区域外）、安全な所が良い。 

・ スクールバスが出るのなら、１校でも良い。場所は少々遠くなっても一緒。 

・ 清水ケ丘中学校跡地に建てない理由がない。（浸水区域外、給食センターに隣接

する防災拠点） 

・ 浸水区域を通行する、スクールバスの被災時の対応。 

（下山小学校） 

・ ３校目として、地震、避難所、発達障害への対応等、あらゆることを想定して、

人口にこだわらず、県東部の拠点となる学校を大山岬に作れば良い。 

・ ３校は、予算的に難しいのでは、市の借金が増えては困る。 

 伊尾木小学校 ・ とにかく早くして欲しい。現状は不安。 （伊尾木公民館） 

・ 移転を早く進めなければならない。2校ありきだから進んでいない。 

・ 地域に小学校は必要であり、無くなれば地域が消滅する。 

・ 伊尾木小学校を高台移転して特認校の指定を受けたら良い。 

・ 伊尾木小学校の高台移転にこだわらず、命を守るためにとにかく早く進めて欲し

い。 

・ 市は人口減少対策ができていない。すべき。 

・ 説明会の周知が不十分である。 

 川北小学校 ・ 複式学級には不安がある。早く統合して各学年（単式）で教えてもらいたい。 

・ 今後の児童数を考えると１校でも良いが、校区の広さ、ゆとりを持たすには 2校

が良い。 

・ 安芸市に２校建ててやっていけるのか。 

・ 新安芸中学校の横に 1校でも良いが、人数が多いデメリットもある。 

・ 1校で、新安芸中学校の横は、狭いので旧清水ケ丘中学校跡地。 

・ 新安芸中学校の横なら、兄弟の送迎は助かる。 

（川北公民館） 

・ 市に１校で良いのではないか。地区に小学校が無くなれば、寂しくなるが、子ど

ものことを考えると、市に１校。 

・ 市庁舎、新安芸中学校の付近に建設し、教育的な拠点に。 

・ 地震のことを考えると、早く進めて欲しい。 

・ 何をもって合意形成と判断するのか。 

・ 地域活動を存続させる方法を考えて欲しい。 

 川北小学校 

 奈比賀分校 

・ ※休校中 （奈比賀公民館） 

・ 浸水区域内に設置すべきでない。 

・ 2校建ててもまた、統合の話が出るのではないか。 

 土居小学校 ・ 旧清水ケ丘中学校跡地は、道路対策が必要（児童の安全確保、不審者対策、土砂

崩れ対策、親の送迎対応） 

・ １校でも良い。新安芸中学校の近くなら、送迎しやすい。 

（土居公民館） 

・ 子どもが、増える見込みがないので、市に１校で良いのではないか。 

・ 仕事が無い。若い人が出て行かないようにしないといけない。 

（江川公民館） 

・ 道路も整備されてきており、新安芸中学校の近くに建てた方が良い。 

・ 説明会の周知が不十分。 

  



  保護者 地域 

 井ノ口小学校 ・ 旧清水ケ丘中学校跡地は、橋の崩壊で孤立する。 

・ 避難所のことも含め 2校が良い。人が集まれる場所は大切。 

・ １校でも良い。 

・ 旧清水ケ丘中学校跡地なら、道をやり直してくれるだろう。避難施設でもあるの

で。 

（井ノ口公民館） 

・ 安芸第一小学校の建替えは、リスクが高い。 

・ 市に１校で良い（中学校・市役所付近）。 

・ 新安芸中学校の近くなら、被災時のリスクが低く、小中連携に有利。さらに保育

もあれば理想。 

・ 旧清水ケ丘中学校跡地に建てるより、広い場所に建てて欲しい。 

・ ざっくりとした金額を出してもらったら、話が見えてくる。 

（栃ノ木公民館） 

・ スクールバス前提でないと、話にならない。 

・ 地震がいつ来るか分からないのに、移転・統合が、いつになるか、決まっていな

いこと自体がおかしい。 

・ 旧安芸中学校、旧清水ケ丘中学校の校区で考えるからいけない。南部（下山・伊

尾木・川北・安芸第一）、北部で時期をずらして統合すれば良い。 

・ 移転・統合先は、井ノ口地区が一番良い。防災面で良い所なら、安心して通わせ

ることができる。 

 東川小学校 ※休校中 （東川公民館） 

・ 地域から教育施設がなくなるデメリットの部分は、相当大きな影響がある。 

・ 地域活動が、良い方向、違う方向に出るのかは、後々の地域の人たちの取り組み

や、やり方で変わってくると思うが、大きな課題。 

・ 学校がなくなれば地域は衰退をしていく。その衰退していく部分をどうカバー

し、将来に向けてどう発展させるのかは、地域活動の核となる公民館活動も重

要。どう取り組んでいくかの議論は行政内部でも必要ではないか。 

・ ハード面だけでなく、ソフト面でカバーしないと全体はカバーしきれない。 

・ 残った学校をどうするのかも、地域としては大きな課題。 

・ 保護者は、子ども安全が一番ではないか。 

 


